
Topics 郡市医師会保険担当理事協議会
　・医師会推薦審査委員合同協議会

撮海峡夢花火 伊藤　裕

  平成27年(2015年)

7月号
 － No.1859 －



平成 27 年 7 月 山 口 県 医 師 会 報 第 1859 号

542

Contents

■フレッシュマンコーナー ｢ これからの自分 ｣ …………………… 藤津揚一朗    543

■今月の視点「地域包括ケアについて」……………………………… 河村康明　544

■平成 27 年度 都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協議会 … 加藤智栄　548

■郡市医師会保険担当理事協議会

　・医師会推薦審査委員合同協議会……………………… 萬　忠雄、清水　暢　553

■県医師会の動き………………………………………………………… 濱本史明   560

■理事会報告（第 4 回、第 5 回）…………………………………………………  562

■日医 FAX ニュース ………………………………………………………………  571

■飄々 ｢ 命を繋ぐ ｣ ……………………………………………………… 岸本千種    572

■お知らせ・ご案内…………………………………………………………………  576

■編集後記………………………………………………………………… 中村　洋   588



平成 27 年 7 月 山 口 県 医 師 会 報 第 1859 号

543

これからの自分
宇部市医師会　ふじつ眼科　　

くま｠‶ねちよ╊ろゃろ

　昨年の 4 月 11 日に、宇部市でふじつ眼科を新

規開院し、早一年が過ぎました。元々父が開業医

でしたが、亡くなった後、閉院いたしました。自

分は大学での診療に長らく従事しており、このま

ま勤務医としてやっていくつもりでしたが、色々

と思うところがあり、閉院から 14 年後、新規開

業に至りました。

　１年を振り返ってみると、本当にあっという間

でした。最初は患者が少なく、時間的余裕もあり、

患者と長くお話したりして、患者背景も詳しく理

解していましたが、だんだんと患者が増えてくる

と、当然ですが、患者一人にかける時間が少なく

なります。私としては患者ご本人としっかりとし

たコミュニケーションを図ったうえで治療に専念

していきたいという気持ちが強かったため、患者

が増えることはありがたいのですが、最近は少し

ジレンマも感じています。

　とにかくこの１年間は張りつめた緊張感の中で

やってきたわけですが、他の先生から、１年過ぎ

てから体調を崩すことも多いので気を付けたほう

がいいよと言われました。日常診療に慣れてきて、

気持ちも緩んでくるせいでしょうか。また、開業

したばかりでは、なかなかそんな気持ちになれな

いかもしれないけど、仕事以外に何か打ち込める

ものを持った方がいいとも言われもしました。確

かに最初のうちは緊張感もあり、ずっと同じ閉鎖

空間にいてもあまり苦痛は感じませんでしたが、

生活のメリハリがないというのはストレスがた

まってきます。先輩医師からは、ゴルフやランニ

ングを勧められましたが、自分の気持ち的には、

なかなかハードルが高い。学生時代は色々なこと

をしたりしましたが、長かった勤務医生活は、不

器用だった自分を無趣味な人間にしてしまってい

たようでした。何かいいものがないかと最近思案

していますが、昔好きでたまらなかった魚釣りを

少ししてみよう、また手軽に行けるルアーフィッ

シングでもしてみようと思い、ロッドとルアー片

手にシーバス狙いで宇部港に行ってみたりしまし

た。しかし釣果は 0 。でも、海風にあたりなが

ら気ままに竿を振っているのは、なかなか気分転

換にはなりました。また、色々と工夫する点も多々

あることが興味を持った点でした。

　まあ、何をするにしても、大人が子供になれる

ような趣味を持ちたいと思います。最近子育てを

していて、子供の持つ新鮮な感覚を大人になって

も味わうことのできる人生は素晴らしいことだと

思うようになりました。頭が固くなっているんだ

なということを度々感じさせられます。そんな固

くなった頭をほぐしてくれるような趣味・活動を

していきたいと思っております。

　こんな不器用な自分ですが、仕事・趣味を介し、

光風霽月な人柄になることを目標として、日々精

進してまいりたいと思います。今後とも、医師会

の諸先輩方のご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願

い致します。

  　　　　　　　　　　藤津　揚一朗 

くま｠‶ねちよ╊ろゃろ
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郡市医師会保険担当理事協議会
医師会推薦審査委員合同協議会

と　き　平成 27年 6月 11 日（木）15：00 ～

ところ　山口県医師会 6階会議室

報告：常任理事　萬　　忠雄

　　　理　　事　清水　　暢

報告：常任理事　萬　　忠雄

　　　理　　事　清水　　暢

報告：常任理事　萬　　忠雄

　　　理　　事　清水　　暢

会長挨拶
小田会長　本日は医師会推薦の審査委員にご参集

いただき、郡市保険担当理事の先生方と合同で協

議会を開催し、皆さんに意見交換していただくこ

とで、適切な保険診療と保険審査が成り立ってい

くことを目的としている。

　さて、6 月 1 日付けで社保及び国保の審査委員

の改選が行われ、新たなメンバーを加えた審査委

員会が運営されることになる。医師会からは、社

保へ 20 名、国保へ 19 名及び医師国保組合から

7 名の審査委員を推薦しており、最大の推薦母体

であるが、そのほとんどの方に本日ご参集いただ

いている。また、本協議会は審査委員と郡市医師

会理事が、直接、保険審査の諸問題について協議

できる唯一の協議会であるため、きめ細かく議論

していただき、実り多い協議会となることを願い、

挨拶とする。

議事
1. 平成 27 年度山口県社会保険医療担当者指導
計画について
＜指導形態ごとの指導方針＞

1　集団指導について

（1）指定時集団指導

　新規指定の保険医療機関（原則として移転及び

組織変更は含まない）に対する指導を、新規指定

後できるだけ速やかに実施する。

　実施時期は 9 月及び 1 月を予定する。対象保

険医療機関については、9 月は平成 26 年 12 月

から平成 27 年 4 月までの間に新規指定された保

険医療機関、1 月は平成 27 年 5 月から平成 27

年 11 月までの間に新規指定された保険医療機関

とする。

　指導時間は概ね 2 時間とする。

出席者

小田　悦郎

河村　康明

萬　　忠雄

清水　　暢

香田　和宏

藤野　俊夫

大 島 郡

玖 珂

熊 毛 郡

吉　　南

厚 狭 郡

美 祢 郡

下 関 市

宇 部 市

山 口 市

萩　　市

正木　純生

近藤　栄作

藤田　　潔

岡村　　均

河村　芳高

吉崎　美樹

野村　茂治

川上不二夫

山縣　俊彦

松井　　健

徳　　山

防　　府

下　　松

岩 国 市

小 野 田

光　　市

柳　　井

長 門 市

美 祢 市

中村俊一郎

御江慎一郎

山下　弘己

大谷　　武

西村　公一

藤田　敏明

内海　敏雄

友近　康明

原田　菊夫

会 長

専務理事

常任理事

理 事

理 事

監 事

郡市医師会担当理事 山口県医師会

審査委員　23 名

（代理）
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2015 年（平成 27 年）6月 30 日　2440 号
■　キャップ制「危険性の理解は得ている」

■　院内調査費補填の一環で会費規程変更

■　個人予防インセンティブでＧＬ作成へ

■　介護経営実調、調査の変更要請相次ぐ

■　医療事故報告、１～３月は 1020 件

2015 年（平成 27 年）6月 26 日　2439 号
■　伸び設定は「必要な医療提供に影響も」

■　「日本健康会議」が来月発足へ

■　社会保障費の抑制「柔軟な対応も」

■　MERS 対策で連携を確認

■　高久会長が６選、副会長４人体制に

2015 年（平成 27 年 ) 6 月 23 日　2438 号
■　受診定額負担導入に重ねて反対

■　政府・必要病床数推計で注意促す

■　地域医療構想、課題は「関係者の理解」

■　33 都府県が新設会議体で策定

■　構想区域設定、財源確保も課題に

2015 年（平成 27 年 ) 6 月 19 日　2437 号
■　横倉会長が中央防災会議委員に

■　必要病床数の推計公表「納得できない」

■　2025 年必要病床数 115 万～ 119 万床

■　医療事故調、支援団体に申し出

■　武見プログラムを視察

2015 年（平成 27 年）6月 16 日　2436 号　
■　薬価財源「医療機能強化などに必要」

■　独居高齢者の４割、「終末期医療考えず」

■　地域医療構想策定「支援ツール」を送付

■　ライフステージに応じたがん対策を

2015 年（平成 27 年）6月 12 日　2435 号
■　７対１、2300 床減の 36 万 3900 床

■　地域包括ケア病棟は３万 1700 床

■　「対応明確な項目」などグループ分け

■　臨床研修医の 15 年度採用実績、過去最多

■　発症都道府県内で入院医療を完結

2015 年（平成 27 年）6月 9日　2434 号
■　准看養成所、平成以降の新設わずか２校

■　新生児死亡数、1000 人を下回る

■　MERS 対策強化、韓国からの入国者も

■　かかりつけ医用、認知症マニュアル作成

■　研修医会員、医師資格証の年会費も無料

2015 年（平成 27 年 ) 6 月 5 日　2433 号
■　民間議員の提案受け、日医の見解を説明

■　総合確保基金、十分な財源確保を

■　医学部新設反対で自民・総務会長に陳情

■　「混合診療」に質問集中

■　獣医師会との協定など紹介

2015 年（平成 27 年 ) 6 月 2 日　2432 号　

■　水銀血圧計・体温計の使用で見解提出

■　有床診、入院基本料１を 45％が算定

■　一般病床は 738 床減、精神・結核も減少

■　季節性インフル、定点サーベイ体制構築

■　新規 HIV 感染者、過去３位の 1091 件

■　「鹿の王」の上橋氏を表彰

日医FAXニュース










